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業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、2024年５月 13日に公表いたしました 2025年３月期通期連結業績予想値

及び配当予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

2025年３月期通期連結業績予想値の修正（2024年４月１日～2025年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭  

前 回 発 表 予 想（A） 87,000 5,400 5,200 4,300 265.20 

今 回 発 表 予 想（B） 84,000 5,700 6,000 5,100 314.54 

増 減 額（B－A） △3,000 300 800 800  

増 減 率（％） △3.4 5.6 15.4 18.6  

(ご参考)前期実績(2024 年３月期） 82,105 2,942 3,066 △7,092 △437.65 

修正の理由 

修正の主な背景は、事業ポートフォリオ改革の効果が、一部想定以上に現れたことです。 

 当社は、中期経営計画「変革・BEYOND 2030」達成に向けて、事業ポートフォリオ改革に着手しておりま

す。1年目の当期は特に、「酸化チタン・亜鉛事業」や「その他」を始めとする効率化検討事業での改革の

成果が出始めました。製品の統廃合、不採算品からの撤退などにより、販売量の減少による売上高への影

響は大きかったものの、価格改定の浸透効果が大きく、期初想定以上に利益を押し上げました。 

 経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、上記営業利益の増加要因に加え、想定

していた費用執行が少額で済んだ他、当初予想を上回る為替差益の計上等を背景に増益を見込んでいるた

め、上記のとおり修正いたします。

 



 

２．配当予想の修正について 

 年間配当金 

第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭  

前回予想(2024年５月 13日発表) － － － 62.50 125.00 

今回修正予想 － － － 72.50 135.00 

当期実績 － 62.50 －   

前期実績(2024 年３月期) － 35.00 － 35.00 70.00 

 

修正の理由 

 当社は、2024 年５月 13 日に公表いたしました新中期経営計画「変革・BEYOND2030」において、株主の

皆様への利益還元方針として、DOE３％を目安とした安定的かつ継続的な配当の実施を掲げております。 

 この方針のもと、2025年３月期の期末配当予想につきましては、前項にあります通期連結業績予想の上

方修正等の要因を総合的に勘案し、直近の配当予想から 72.50円へと修正いたします。 

 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。 

 

以  上 




